
昇降機等安全審査ワーキンググループについて（報告） 

 

社会資本整備審議会における答申（別添参照）を踏まえ、昇降

機等の安全審査の枠組みのあり方について検討を行うため、社会

資本整備審議会 建築分科会 建築物等事故・災害対策部会に、

専門家等によるワーキンググループ（昇降機等安全審査ワーキン

ググループ）を設置し、これまでに会合を２回開催した。 

 

１．ワーキンググループ委員 （○…主査） 

  

青木義男  日本大学理工学部教授 

 梅崎重夫  独立行政法人労働安全衛生総合研究所部長 

 大谷康博  東京都建築企画課課長補佐 

 鎌田崇義  東京農工大学工学部教授 

 中里眞朗  （財）日本建築設備・昇降機センター評価部長 

○藤田 聡  東京電機大学工学部教授 

 

２．ワーキンググループにおける議事 

 

○ 昇降機等の安全基準に基づく審査のあり方の検討 

○ 昇降機等の定期検査等に係る基準・運用のあり方の検討 

 
・第１回昇降機等安全審査ワーキンググループ（８月６日） 

（１）ＷＧの概要について 

（２）安全装置等の性能評価と認定等の現況について  

（３）国土交通大臣認定の対象とすべき安全装置等の考え方について 

（４）次回以降の議事の方向性について 

 

 ・第２回昇降機等安全審査ワーキンググループ（９月１７日） 

（１）認定実施に係る隘路の整理と体制整備について 

（２）大臣認定の対象とすべき安全装置等について  

（３）通常の運行制御プログラムに係る取扱いについて 

 

３．スケジュール 

 平成 26 年 8 月から半年程度。（検討の状況を踏まえ適宜延長する

場合がある。） 
 第３回（11 月初旬めど・調整中） 

  第４回（12 月中旬めど・調整中） 

資料５ 



○社会資本整備審議会における答申 

 

 今後の建築基準制度のあり方について 「木造建築関連基準等の合理化及び効率的かつ 

実効性ある確認検査制度等の構築に向けて」 （第二次答申）より抜粋 

 

Ⅱ．効率的かつ実効性ある確認検査制度等のあり方  

１．現状と課題 

（３）専門性の高い分野における確認審査 

建築基準法上、昇降機や遊戯施設（以下「昇降機等」という。）といった専門性の高

い機械類についても、建築主事等が確認審査を行うこととされている。  

昇降機等の審査に当たっては、安全装置等の制動装置や制御器も含め審査することにな

っていることから、それらを構成する機械部品や電子回路等が安全な動作を行うことも

確認しなければならないこととされているが、制動装置や制御器等に関する技術の高度

化・複雑化が急速に進んでおり、専門的な知識を有していない建築主事等では十分な審

査が困難な状況となっている。  

このため、昇降機等に設けられる制動装置や制御器の性能が確実に発揮できるかどう

かの審査については、機械・電気に関する専門的な知識を有する者が関与する審査のあ

り方を検討する必要がある。 

 

（５）定期調査・検査報告制度及び維持保全 

②昇降機等の維持保全  

昇降機等の安全を確保する上で、日常的な保守管理や運行管理を適正に実施すること

が重要である。現状としては、「昇降機の維持及び運行の管理に関する指針」、「「遊

戯施設の運行管理規程」の作成の手引き」等を周知し、これに基づき保守管理や運行管

理の指導が行われているが、法的な位置づけがなく、必ずしも十分に徹底されていない

現状にある。 

 

２．効率的かつ実効性ある確認検査制度等のために早急に講ずべき施策 

（２）専門性の高い分野における確認審査方法の見直し  

昇降機等に設ける制動装置や制御器等の性能について、国土交通大臣の認定の対象と

し、機械・電気に関する専門的な知識を有する者が審査する仕組みの導入を検討する必

要がある。 

 

（４）定期調査・検査報告制度及び維持保全のあり方 

②昇降機等の維持保全の徹底  

昇降機等については、建築物の所有者等が建築基準法第８条第２項の規定に基づき定

める保全計画において、昇降機等の保守・点検を含めた維持管理方法、体制等が定めら

れ、適切に保守点検や運行管理が行われるよう、所有者等を指導する必要がある。 

別添 


